受 (じゅ)講 (こう)証 (しょう)番 (ばん)号 (ごう)（　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　記 (き)入 (にゅう)日 (び)（　　　　　　　年 (ねん)　　　月 (がつ)　　　日 (にち)）
子 (こ)供 (ども)　日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)　受 (じゅ)講 (こう)　申 (もうし)込 (こみ)書 (しょ)

	ふりがな※保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)
(お父 (とう)さん‣お母 (かあ)さんなど)の　名 (な)前 (まえ)を ひらがなで 書 (か)いて　ください。
	
	国 (こく)籍 (せき) /出 (しゅっ)身 (しん)
※子 (こ)どもは　どこの
国 (くに)で 産 (う)まれましたか。
	

	保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)の　名 (な)前 (まえ) 
	
	母 (ぼ)語 (ご) 
※子 (こ)どもが　話 (はな)せる
言 (こと)葉 (ば)は　何 (なん)ですか。
	

	ふりがな
	
	何 (なん)歳 (さい)ですか。
	　　　　　歳 (さい)　

	子 (こ)どもの　名 (な)前 (まえ)
	
	ニ (に)ッ (っ)ク (く)ネ (ね)ー (ー)ム (む)
※呼 (よ)んで 欲 (ほ)しい 名 (な)前 (まえ)
	

	住 (じゅう)所 (しょ)（家 (いえ)の 場 (ば)所 (しょ)）
	

	メ (め)ー (ー)ル (る)ア (あ)ド (ど)レ (れ)ス (す) 
	
	電 (でん)話 (わ)の　番 (ばん)号 (ごう)
(携 (けい)帯 (たい)電話 (でんわ)など) 
	
―　　　　―　　　　

	学 (がっ)校 (こう)
	小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)・中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)に　通 (かよ)っていますか？
〇で　囲 (かこ)んで　ください。
	・  はい　　　　　・いいえ

	
	小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)の　名 (な)前 (まえ)・学 (がく)年 (ねん)
	小 (しょう)学 (がっ)校 (こう)　　　　　　　年 (ねん)生 (せい)

	
	中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)の　名 (な)前 (まえ)・学年 (がくねん)
	中 (ちゅう)学 (がっ)校 (こう)　　　　　　　年 (ねん)生 (せい)

	日本 (にほん)語 (ご)
	いつ　日本 (にほん)へ　来 (き)ましたか？
	　　　　   年 (ねん)　   　月 (がつ)

	
	日本 (にほん)語 (ご)を 勉 (べん)強 (きょう)したことがありますか？
どこで　何 (なん)年 (ねん)　勉 (べん)強 (きょう)しましたか。（例 (れい)：学 (がっ)校 (こう)で　１年 (ねん)）
	


	
	子供 (こども)　日本語 (にほんご)教室 (きょうしつ)の　申込 (もうしこ)みは　なん回目 (かいめ)ですか？
〇で 囲 (かこ)んで ください。
	・１回 (かい)　　　 ・２回 (かい)
・３回 (かい)　　　 ・４回 (かい)以 (い)上 (じょう)



	
	当 (あ)てはまる スキルを　〇で 囲 (かこ)んで ください。
◆ ひらがなを　書 (か)くことは　［　① すべて 書 (か)ける　② 少 (すこ)し 書 (か)ける　③ 書 (か)けない　］
ひらがなを　読 (よ)むことは　［　① すべて 読 (よ)める　② 少 (すこ)し 読 (よ)める　③ 読 (よ)めない　］
◆ かたかなを　書 (か)くことは　［　① すべて 書 (か)ける　② 少 (すこ)し 書 (か)ける　③ 書 (か)けない　］
かたかなを　読 (よ)むことは　［　① すべて 読 (よ)める　② 少 (すこ)し 読 (よ)める　③ 読 (よ)めない　］


【申 (もう)込 (こ)み先 (さき)】〒110-8615　東京 (とうきょう)都 (と)台東 (たいとう)区 (く)東上 (ひがしうえ)野 (の)４－５－６　台 (たい)東 (とう)区 (く)役 (やく)所 (しょ)　人 (じん)権 (けん)・多 (た)様 (よう)性 (せい)推 (すい)進 (しん)課 (か)　９階 (かい)⑥番 (ばん)

２０２４．１２

子 (こ)供 (ども)日本 (にほん)語 (ご)教 (きょう)室 (しつ)での　約 (やく)束 (そく)

≪授 (じゅ)業 (ぎょう)を　受 (う)ける　あなたとの　約 (やく)束 (そく)≫

[image: ]
☐受 (じゅ)講 (こう)証 (しょう)と 筆 (ひっ)記 (き)用 (よう)具 (ぐ)(鉛 (えん)筆 (ぴつ)や　消 (け)しゴ (ご)ム (む)など)、ノ (の)ー (ー)ト (と)は 必 (かなら)ず (ず) 持 (も)ってきます。
☐教 (きょう)室 (しつ)では、食 (た)べ物 (もの)を　食 (た)べません。
☐授 (じゅ)業 (ぎょう)の　時 (じ)間 (かん)は、携 (けい)帯 (たい)電 (でん)話 (わ)や　ゲ (げ)ー (ー)ム (む)機 (き)などの　電 (でん)源 (げん)を　切 (き)ります。
[image: ][image: ]かばんに　入 (い)れます。かばんの　外 (そと)に　出 (だ)しません。
また、カ (か)メ (め)ラ (ら)や　ビ (び)デ (で)オ (お)で　撮 (さつ)影 (えい)はしないで　ください。
☐授 (じゅ)業 (ぎょう)の　時 (じ)間 (かん)は　先 (せん)生 (せい)の　話 (はなし)を　聞 (き)きます。あなたが　ケ (け)ガ (が)をしないように、
イ (い)ス (す)に座 (すわ)ります。自 (じ)由 (ゆう)に　歩 (ある)きません。
≪保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)（お父 (とう)さん・お母 (かあ)さんなど）へ、お願 (ねが)いがあります≫



☐あなたの　子 (こ)供 (ども)に　上 (うえ)の　４つのことを、必 (かなら)ず　説 (せつ)明 (めい)して　ください。
☐授 (じゅ)業 (ぎょう)は　決 (き)められた　日 (にち)時 (じ)で　行 (おこな)います。他 (ほか)の　日 (ひ)は　行 (おこな)いません。
☐あなたの　子 (こ)供 (ども)の　学 (がっ)校 (こう)の　規 (き)則 (そく)などを　守 (まも)ります。
子 (こ)供 (ども)の 送 (そう)迎 (げい)（子供 (こども)と　一緒 (いっしょ)に　教室 (きょうしつ)に　通 (かよ)います／子供 (こども)と　一緒 (いっしょ)に　教室 (きょうしつ)から
帰 (かえ)ります）は、保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)の　責 (せき)任 (にん)で　子 (こ)供 (ども)の　安 (あん)全 (ぜん)に　注 (ちゅう)意 (い)して　行 (おこな)って　ください。
☐子 (こ)供 (ども)の　具 (ぐ)合 (あい)が　悪 (わる)いです。（熱 (ねつ)があります。）→　休 (やす)んで　ください。
☐教 (きょう)室 (しつ)に　子 (こ)供 (ども)が　来 (き)ていません。→　台 (たい)東 (とう)区 (く)から　電 (でん)話 (わ)などは　しません。
☐あなたの　子 (こ)供 (ども)が　他 (ほか)の　子 (こ)供 (ども)の　勉 (べん)強 (きょう)の　邪 (じゃ)魔 (ま)をしました。
→　授 (じゅ)業 (ぎょう)に　参 (さん)加 (か)することが　できなく　なります。
☐簡 (かん)単 (たん)な　日本 (にほん)語 (ご)を　勉 (べん)強 (きょう)します。台 (たい)東 (とう)区 (く)が　簡 (かん)単 (たん)な　日本 (にほん)語 (ご)が　できると
　判 (はん)断 (だん)（決 (き)めること）した人 (ひと)は、2回 (かい)目 (め)からは　申 (もうし)込 (こ)みが　できません。

上 (うえ)の 約束 (やくそく)と 下 (した)の 個 (こ)人 (じん)情 (じょう)報 (ほう)の 内容 (ないよう)に 同 (どう)意 (い)（許 (きょ)可 (か)）します。→保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)の 名前 (なまえ)を 書 (か)いて ください。
☐ 個 (こ)人 (じん)情 (じょう)報 (ほう)（子 (こ)供 (ども)の　名 (な)前 (まえ)・母 (ぼ)語 (ご)など）について
区 (く)が　教 (きょう)室 (しつ)の　運 (うん)営 (えい)・指 (し)導 (どう)のために、子 (こ)供 (ども)の　個 (こ)人 (じん)情 (じょう)報 (ほう)を　提供 (ていきょう)（伝 (つた)えること）します。
なお、区 (く)は　あなたの 子 (こ)供 (ども)のことだと 分 (わ)からないようにして、今 (こん)後 (ご)(これから)の 教 (きょう)室 (しつ)の
改 (かい)善 (ぜん)（よくすること）や　調 (ちょう)査 (さ)などに　使 (し)用 (よう)することがあります。
個 (こ)人 (じん)情 (じょう)報 (ほう)の　収 (しゅう)集 (しゅう)（集 (あつ)めること）、提 (てい)供 (きょう) 及 (およ)び 在 (ざい)留 (りゅう)カ (か)ー (ー)ド (ど)の　確 (かく)認 (にん)に　同 (どう)意 (い)します。
保 (ほ)護 (ご)者 (しゃ)の　名 (な)前 (まえ):　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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